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手
しゅわ

話ハンドブックについて

　「あいサポート運
うんどう
動※１ 」の発

はっしょう
祥の地

ち
である鳥

とっとりけん
取県では、ろうの人

ひと

※２とろう以
いが い
外の人

ひと
同
どう し
士が

互
たが
いを知

し
り、共

とも
に生

い
きる社

しゃかい
会をつくるため、平

へいせい
成 25 年

ねん
10 月

がつ
に「鳥

とっとりけんしゅわげんごじょうれい
取県手話言語条例」を制

せい
定
てい

しました。

　手
しゅ わ
話を学

まな
んでいこうという意

いよ く
欲を高

たか
めるため手

しゅ わ
話ハンドブック（入

にゅうもんへん
門編）を作

さくせい
成し配

はいふ
付しまし

た。みなさんに配
はいふ
付した手

しゅわ
話ハンドブック（入

にゅうもんへん
門編）は、

　１．簡
かんたん
単な挨

あいさつ
拶が手

しゅわ
話でできるようになること

　２．簡
かんたん
単な自

じ こ
己紹
しょうかい
介が手

しゅ わ
話でできるようになること

　３．簡
かんたん
単な会

かいわ
話が手

しゅわ
話でできるようになること

をめざしたものです。

　今
こんかい
回配

はい ふ
付する手

しゅ わ
話ハンドブック（活

かつようへん
用編）は、学

がっこうせいかつ
校生活でよくある会

かい わ
話について、「朝

あさ
の会

かい
・

ショートホームルームでの会
かいわ
話」「休

きゅう
憩
けい
時
じか ん
間での会

かいわ
話」「部

ぶかつどう
活動での会

かいわ
話」「身

からだ
体の調

ちょうし
子が悪

わる
くなっ

た時
とき
の会

かい わ
話」「学

がっこうぎょうじ
校行事の会

かいわ
話」「交

こう
流
りゅうばめん
場面での会

かいわ
話」と場

ばめん
面を分

わ
けて紹

しょうかい
介しています。また「ふ

るさと紹
しょうかい
介」や鳥

とっとりけん
取県の特

とくさんぶつ
産物や名

めいしょ
所の手

しゅ わ
話も紹

しょうかい
介しています。すでに学

がっこう
校に配

はい ふ
付しています
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手
し ゅ わ

話辞
じ て ん

典や手
し ゅ わ

話に関
かん

する本
ほん

も活
かつよう

用しながら、身
み ぢ か

近な手
し ゅ わ

話から親
した

しみ、手
し ゅ わ

話を使
つか

えるようになる

ことを期
き た い

待しています。

　手
し ゅ わ

話を覚
おぼ

えるよい方
ほうほう

法は、「短
た ん じ か ん

時間でいいので、毎
まいにち

日使
つか

うことだ」と言
い

われています。朝
あさ

の

会
かい

・ショートホームルーム等
など

で、このハンドブックを使
つか

ってみてください。

　この手
し ゅ わ

話ハンドブックの活
かつよう

用を通
つう

じて、お互
たが

いに気
き も

持ちを伝
つた

えあえる社
しゃかい

会をつくる「あいサ

ポート運
うんどう

動」のメンバーとして、みんなで手
し ゅ わ

話を学
まな

び、共
とも

に生
い

きる社
しゃかい

会を鳥
とっとりけん

取県から創
つく

り上
あ

げ

ていきましょう。

　※１　あいサポート運
うんどう

動とは、障
しょう

がいのある人
ひと

が暮
く

らしやすい社
しゃかい

会を実
じつげん

現するため、様
さまざま

々な障
しょう

が
いを正

ただ

しく理
りかい

解し、障
しょう

がいのある人
ひと

へちょっとした配
はいりょ

慮や手
てだす

助けをする取
とりくみ

組。
　※２　ろうの人

ひと

とは、耳
みみ

が聞
き

こえない人
ひと

のうち、手
しゅわ

話という母
ぼ ご

語を持
も

ち、手
しゅわ

話でコミュニケーショ
ンをとって生

せいかつ

活している人
ひと

。

　★このハンドブックで手
し ゅ わ

話を紹
しょうかい

介している写
しゃしん

真のモデルは、鳥
とっとりろうがっこう

取聾学校等
など

に勤
つと

める聴
ちょうかく

覚障
しょう

がいの
ある（耳

みみ
に障

しょう
がいがある）先

せんせい
生や職

しょくいん
員です。

　★手
し ゅ わ

話の表
ひょうげん

現は、地
ち い き

域によって異
こと

なる場
ば あ い

合がありますが、鳥
とっとりけん

取県で一
いっぱんてき

般的に使
つか

われている手
し ゅ わ

話の
表
ひょうげん

現を掲
けいさい

載しています。 


